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⬆杉
すぎ

のはをひろう女
じょせい

性（昭
しょうわ

和 30 年
ねんだい

代）
昔は、杉並木の落ちた杉のはを拾

ひろ
ってお風

ふ ろ
呂や

カマドの焚
た

きつけに使
つか

いました。

はじめに

　　⬆大
たい

正
しょう

元
がん

年
ねん

ごろの下
しもたき

滝発
はつでんしょ

電所
現
げんざい

在の東
と う

京
きょう

電
で ん

力
りょく

鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

発
はつでんしょ

電所のようす。今の
鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

温
おんせん

泉付
ふ

近
きん

には、東京へ電気をおくるた
め、大

おお
きな水

すい
力

りょく
発
はつでんしょ

電所がつくられました。

　わたしたちのくらしは、時
じ

代
だい

とともに便
べん

利
り

になってきました。学校や家では電
でん

気
き

、水
すいどう

道、
ガスなどを使

つか
うことができます。これらが使

えなかった時代のくらしを考
かんが

えてみましょう。

　電
で ん

気
き

のちから
　電気を使うことによって、暗

くら
いときには明

あか

るい照
しょうめい

明をつけることができ、寒
さむ

い日にはさ
まざまな暖

だんぼう
房により暖

あたた
まることができます。

炊
すい

事
じ

（調
ちょうり

理）、掃
そう

除
じ

、洗
せん

たくなど、家のなかの
仕
し

事
ごと

も私たちのかわりにさまざまな電
でん

気
き

機
き

械
かい

がやってくれます。
　それでは、電気はいつごろから使うこと
ができるようになったのでしょうか？
　日光市に発

はつでんしょ
電所がつくられたのは 1893（明

めい
治
じ

26）年のことでした。明治時代の終
お

わり
ごろ（1907 年）からは、ふつうの家でも電気が使えるようになっていきました。
　電

でん
化
か

製
せいひん

品もつぎつぎに開
かいはつ

発されていきましたが、多
おお

くの家で使うことができるようになっ
たのは、日本の経

けいざい
済が豊

ゆた
かになってきた 1950 年代以

い
降
こう

のことでした（水道やガスが使え
るようになったのもこれ以降のことでした）。
　電

でん
化
か

製
せいひん

品がない時代には、人
ひとびと

々はさまざま
な道具を使って生活していました。電気やガ
スのかわりに何を使っていたのでしょうか？　

資
し

料
りょう

館
かん

にある、むかしの道具をみながら、
当
とう

時
じ

の人
ひとびと

々のくらしを考えてみよう！

むかしむかしのの道道
ど うど う

具具
ぐぐ

ととくらしくらし
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⬆火をともしたようす

　ほや
ガラス製

せい
で風で火

が消えないように
する役

やくわり
割がある。

　油壺
ここに石油などの
燃
ねんりょう

料をいれる。

芯
しん

▼

しょく台
ロウソクは、しょく台とよばれる台

だい
に

立てて火をともしました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

あんどん
中
なか

にロウソクを立
た

てたり、植
しょくぶつ

物や魚
さかな

か
らとった油

あぶら
をさらに入れて芯

しん
をひたし、

それに火をともしました。
風
かぜ

などで火が消
き

えないよう、まわりを
和
わ し

紙でおおっています。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

あかりあかり 電気が一
いっぱんてき

般的に使えるようになるまでは、家
か

庭
てい

で使うあかりといえば「火
ひ

」です。
むかしの照

しょう

明
めい

器
き ぐ

具は、風
かぜ

などで火が消
き

えるのをふせぐ工
く

夫
ふう

がみられます。

石油ランプ
石油を燃

ねん
料
りょう

に、もめん糸であんだ芯
しん

に
火をともしてあかりにします。天

てんじょう
井か

らつりさげて使
つか

いました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

♦ロウソクのあかり♦
　ロウソクは、仏

ぶっ
教
きょう

とともに中
ちゅうごく

国から
日本へ伝

つた
わったと考えられています。

江
え ど

戸時
じ

代
だい

後
こう

期
き

には、日本の各
かく

地
ち

でつく
られるようになり、庶

しょ
民
みん

の間
あいだ

に広
ひろ

まり
ますが、当

とう
時
じ

はまだ高
こう

価
か

なものでした。
　あんどんは、江戸時代に各

かく
家
か

庭
てい

で使
われるようになりま
したが、ほのかなあ
かりで部

へ や
屋全

ぜんたい
体を明

あか

るくすることはでき
ませんでした。

むかしの照明

　つり手
ここにひっかけて
つるす。

　ネジ
ネジを回

まわ
すと芯

しん

の長
なが

さを変
か

える
ことができます。
芯が長いと明

あか
る

く、 短
みじか

い と 暗
くら

く
なります。

♦石
せ き

油
ゆ

のあかり♦
　石油ランプは江

え ど
戸時

じ
代
だい

の終
お

わりごろ
から明

めい
治
じ

時
じ

代
だい

にかけて外
がいこく

国から日本に
伝
つた

わり、電気による照
しょうめい

明器
き ぐ

具が普
ふ

及
きゅう

す
るまで、さかんに使われていました。
　大

たい
正

しょう
時代には、ほとんどの家庭で

電
でんとう

灯が使われはじめますが、電気代が
安
やす

く、明るい蛍
けいこうとう

光灯が広
ひろ

まったのは
1950 年代以

い
降
こう

のことでした。

▼

▼

▼

▼

あぶらつぼ
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むかしのむかしの家家
い えい え

はどんな家はどんな家

　広
ひ ろ

い庭
に わ

に平
ひ ら

屋
や

の家
　むかしの農家は、木

もくぞう
造の平屋（１階

かい

建
だ

て）で、屋
や ね

根は近
ちか

くでとれるかや（ス
スキなどのイネ科

か
の植

しょくぶつ
物）を使

つか
ったか

やぶき屋根や、稲
いな

わらを使ったわらぶ
き屋根がほとんどでした。
　広い庭には、家

か
族
ぞく

が住
す

む家（母
お も や

屋）
とは別

べつ
に、農

のう
具
ぐ

や取
と

り入
い

れた農
のうさくもつ

作物を
をしまっておく物

ものおき
置（納

な や
屋）、便

べん
所
じょ

など
がありました。　　

⬆むかしの農家の家（報
ほうとく

徳仕
し

法
ほう

農
のう

家
か

）

　農家の家の中
　家の中には広い土

ど ま
間があり、そ

こに台
だい

所
どころ

がありました。土間より
高
たか

いところには、たたみの和
わ

室
しつ

や
板
いた

の間
ま

がありました。風
ふ ろ

呂は入
い

り
口
ぐち

のわきか馬
うま

屋
ごや

の横
よこ

に設
もう

けました。　

⬆➡️家のなかの様
よう

子
す

うまごや
農家では家の中で馬
を か っ て い ま し た。
馬の力は農

のう
作
さ

業
ぎょう

に欠
か

かせませんでした。

どま
家の中の地

じ
面
めん

をかたく固
かた

め
たところ。作

さ
業
ぎょう

をしたり、
ものを置

お
いたりする場

ば
所
しょ

。

和室和室

和和
わわ

室室
し つし つ

勝勝
か っか っ

手手
てて

口口
ぐ ちぐ ち

納納
なんなん

戸戸
どど

（物置）（物置）

お勝
かっ

手
て

（台
だい

所
どころ

）
炊
す い じ

事（食
たべもの

物の調
ちょうり

理）
仕
し

事
ごと

をするところ。かまどかまど

げんかんげんかん

えんがわ
庭に面

めん
した板

いた
張
ば

りの廊
ろ う か

下。庭から直
ちょくせつ

接室
しつない

内に入るこ
とができ、農

のう
作
さくもつ

物を干
ほ

したりする場
ば

でもありました。

板
いた

の間
ま

板をはった床
ゆか

の部
へ や

屋。いろりが
あり、家族が食

しょく
事
じ

をする場
ば

所
しょ

。

●●

●●

●●

●●

昭和 40 年ころの農家のつくり（一例）

いろりいろり

昭
しょうわ

和の中
なか

頃
ごろ

までは、米
こめ

や野
や

菜
さい

などをつくってくらす農
のう

家
か

が大
たいはん

半
でした。ここではむかしの農家の家のつくりをみてみましょう。

農家の家のつくり

風風
ふ ろふ ろ

呂呂

てんじょうが高い
ので夏でも意

い
外
がい

と
すずしいんじゃよ。

なんで家のなか
に馬がいるの〜

馬が農作業を
てつだってく
れたんじゃ。
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調調
ち ょ うち ょ う

理理
りり

するする

　家
か

族
ぞ く

が集
あ つ

まる団
だ ん

らんの場
ば

所
し ょ

　電気がない時代は火が使われていました。
むかしの家にはいろりがありました。いろり
は部

へ や
屋の床

ゆか
などを四

し
角
かくけい

形にくりぬいて、そこ
でまきを燃

も
やして火をたく場所でした。

♦いろりで使われた道具♦

　自
じ ざ い

在かぎ
この先

さき
になべなどをひっかける。

名
な

前
まえ

のとおり、長
なが

さを自
じ

在
ざい

に変
か

えられるので、火との距
きょ

離
り

を調
ちょう

節
せつ

することができます。　

⬆️いろりを囲
か こ

む家族

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

七
し ち

りん
炭
すみ

を燃
も

やして調
ちょうり

理する道
どう

具
ぐ

で、も
ち運

はこ
びができるところが便

べん
利
り

で
す。魚

さかな
を焼

や
いたり、食

たべもの
物の煮

に
炊
たき

き
にも使

つか
われました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　なべ
　　　自

じ
在
ざい

かぎにかけて、食
たべもの

物の
　　　煮

に
炊
たき

きに使
つか

われました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

今もむかしも料
りょう

理
り

をつくるには、火
ひ

が必
ひつよう

要でした。電気もガスもない時
じ

代
だい

、
台
だい

所
どころ

ではどのような道
どう

具
ぐ

が使
つか

われたのでしょうか。

いろり

よこぎ
自
じ

在
ざい

かぎを好
す

きな位
い ち

置で止
と

める
た め の ス ト ッ パ ー。 魚

さかな
な ど の

彫
ちょうこく

刻がついています。　

▼

鉄
て つ

びん
自
じ

在
ざい

かぎにかけて、水
みず

を入れ、お
湯
ゆ

をわかすために使
つか

われました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

♦移
い

動
ど う し き

式の調
ちょう

理
り

道
ど う

具
ぐ

♦

空
くう

気
き

あな
火
か

力
りょく

を調
ちょうせつ

節する
ための空気あな。
大きく開

あ
けて風

かぜ

をおくると火
ひ

が
強
つよ

くなり、しめ
ると弱

よわ
くなる。

▼

けむりがでる
ので、外

そと
に運

はこ

んで魚
さかな

を焼
や

い
たんじゃ。
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　強
きょうりょく

力な火でおいしく調
ちょう

理
り

　むかしの台
だいどころ

所は土
ど ま

間にありまし
た。かまどは、土

つち
やレンガなどでお

おいをつくり、下からまきを燃
も

やし
て、上にはがまやなべをのせて調理
していました。ごはんをたく、お湯

ゆ

をわかすなど、今
いま

でいうガスコンロ
の役

やく
目
め

をしていました。

はがま
かまどをつかっていた頃

ころ
のごはんをた

く道具。かまどの口
くち

にひっかけられる
よう、羽

はね
のようなつばが付

つ
いていてい

ることからこの名
な

前
まえ

でよばれました。

電
で ん き す い は ん き

気炊飯器
電気を使

つか
ってごはんをたきます。中

なか
の容

よう
器
き

に水
みず

と米
こめ

を入れ、スイッチを入
い

れるだけで
ごはんがたけるようになりました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

⬆報
ほうとくいまいちしんこうかいかん

徳今市振興会館にあったかまど（昭
しょうわ

和 30 年
ねんだい

代）

♦︎ごはんをたく道
ど う

具
ぐ

♦

ふた

強く吹
ふ

き出
だ

す蒸
じょうき

気を
おさえるため、厚

あつ
く

て重
おも

い木
き

のふたがつ
いていました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　かまどの時
じ

代
だい

火
ひ か

加減
げん

を見ている必
ひつよう

要があり、ごはんをたく
にも手

て ま
間がかかりました。使うたびにススで

まっ黒
くろ

になるため、洗
あら

うのも大
たいへん

変でした。

　現
げんざい

在は？

かまどの時代の人が目で見て火
ひ か

加減
げん

を
調
ちょうせつ

節していたように、コンピュータが
自
じ

動
どうてき

的に調節するようになりました。

▼

　⬆昭
しょうわ

和 30 年
ねんだいせい

代製

今でもはがまや
かまどの名前が
ついた製

せいひん
品があ

るよね。

かまど
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♦食
し ょ く じ

事に使
つ か

った道
ど う

具
ぐ

♦

はこぜん
ふだんは中にちゃわんやはしなど、
一
ひと

人
り

分
ぶん

の食
しょっき

器が入
い

れてあります。ふ
たを裏

うらがえ
返してはこにのせ、上に食器

をならべて食
しょくじ

事をしました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　江
え ど

戸時
じ

代
だい

のお終
わ

りから明
めい

治
じ

時代にかけて
は、一

ひと
人
り

が１つのぜん（食
しょっき

器をのせる台
だい

）
を使って食事をしていました。　

おひつ
かまどでたいたごはんをうつして、
食
しょくじ

事場
ば し ょ

所に運
はこ

ぶのに使
つか

われました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

おぜん
結
けっこん

婚式やお葬
そう

式など、多
おお

くの人が
あつまるときには、この上で食

しょくじ
事

を食
た

べてもらいました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

⬆昭
しょうわ

和 40 年
ねんだい

代の茶
ちゃ

の間
ま

のイメージ

昭和の中
なかごろ

頃には、家
か

族
ぞく

がちゃぶ台を囲
かこ

んで食
しょくじ

事をとるよ
うになりました。

　 ちゃぶ台
だ い

すわって使う食
しょくたく

卓（テーブル）です。
最
さいしょ

初は角
かくがた

型でしたが、時
じ

代
だい

とともに
丸
まるがた

型が使
つか

われるようになりました。

▲

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

新聞新聞新聞

おひつは、今でもりょ
かんやホテルの食事
で見かけるじゃろ。
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洗洗
せ んせ ん

たくするたくする 水
すいどう

道や洗
せん

たく機
き

、電
でん

気
き

アイロンがなかった時代には、どのように
衣
い

類
るい

などの洗たくをしていたのでしょうか？

⬆たらいと洗
せん

たく板
いた

で着
き

物
もの

を洗
あら

う女
じょせい

性
　　　　　　　　　　　　（明治時代）

②洗
せ ん

たく板
い た

洗
せん

たく板
いた

は洗たくものをのせて、汚
よご

れを
もみだす道具。水でぬらした衣

い
服
ふく

を表
ひょうめん

面
のみぞにこすりつけて洗

あら
います。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

♦洗
せ ん

たくに使
つ か

った道
ど う

具
ぐ

♦

　一
い ち ま い

枚ずつ手であらう大
た い へ ん

変な作
さ ぎ ょ う

業
　洗

せん
たく機

き
が普

ふきゅう
及したのは、昭

しょうわ
和 30 年

ねんだい
代の

中
なかごろ

頃です。それまでは、木
もくせい

製のたらいと洗
せん

た
く板

いた
を使

つか
って衣

い
類
るい

を洗
あら

っていました。手で洗
あら

うため、家
か

族
ぞく

みんなの衣類を毎
まいにち

日洗
あら

うには、
時
じ

間
かん

と力
ちから

もいる大
たいへん

変な作
さぎょう

業でした。
　石

せっ
けんが家

か
庭
てい

で使われるようになるのは、

▼

▼

①

②

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成①たらい
たらいは、水

みず
をためるための入

い
れもの。

細
ほそなが

長い木
き

の板
いた

を円
えんとうけい

筒形にならべ、丈
じょうぶ

夫
な鉄

てっせん
線などでしめてつくられています。

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の中
なかごろ

頃からですが、当
とう

時
じ

は貴
きちょう

重
なもので、汚

よご
れのひどいものや白

しろ
いもの

を洗
あら

うときに、大
たいせつ

切に使
つか

われました。　

電
でん

気
き

洗
せん

たく機
き

　電気を使って洗
せん

たくをします。洗たくものと水と洗
せん

剤
ざい

を
　入

い
れてダイヤルを回

まわ
すと短

たん
時
じ

間
かん

できれいになります。▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

現
げんざい

在は？昭
しょうわ

和 30 年代 昭
しょうわ

和 40 年代〜

洗
せん

たくが終わると 2 本のローラーに洗
せん

たくもの
を通

とお
し、ハンドルを回

まわ
すと脱

だっすい
水ができました。

洗
せん

たく機
き

に脱
だっすいそう

水槽がつけくわえられ、
脱水も自

じどう

動でできるようになりました。
スイッチを押

お

すだけで、洗
あら

うことから
乾
かんそう

燥まで、すべて自
じどう

動でやってくれます。
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　シワをのばす
　電気のなかった時代、炭

すみ
火
び

の熱
ねつ

と道具の重
おも

さで布
ぬの

のシワをのばしていました。火
ひ

のしやこては現
げんざい

在の電気アイロンに代
かわ

る道具で、その歴
れき

史
し

は古
ふる

く、今
いま

から 1000 年
以
いじょうまえ

上前の平
へいあん

安時代から使われており、江
え ど

戸時
じ

代
だい

の中
なかごろ

頃に普
ふ

及
きゅう

しました。
　アイロンは明

めい
治
じ

時代に洋
ようふく

服といっしょに外
がいこく

国から伝
つた

わってきました。当
とう

時
じ

のアイロ
ンは温

おん
度
ど

の調
ちょうせつ

節がむずかしく、ぬらした布をおいたり、きり吹
ふ

きを使ったりするなど
の工

く
夫
ふう

が必
ひつよう

要でした。
　

炭
す み

火
び

アイロン
中
なか

に炭
すみ

火
び

を入
い

れ、布
ぬの

に当
あ

てて熱
ねつ

とアイロン
の重

おも
みでシワをのばします。燃

も
やした炭火

を入れるので、煙
えんとつ

突と空
くう

気
き

あながあります。
電
で ん

気
き

アイロン
電気を使

つか
ってあたため、布

ぬの
に当

あ
ててシワ

をのばします。昭
しょうわ

和の始
はじ

め頃
ごろ

に広
ひろ

まり、
炭
すみ

をおこす手
て ま

間がはぶけました。そのあ
と温

おん
度
ど

の調
ちょうせつ

節ができるようになります。
スチームアイロンが登

とうじょう
場すると、きり吹

ふ

きの作
さ

業
ぎょう

がいらなくなりました。

こて
ひばちに入

い
れて炭

すみ
火
び

であたため、布
ぬの

に当
あ

てて熱
ねつ

でシワをのばします。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成火
ひ

のし
中
なか

に炭
すみ

火
び

を入
い

れ、布
ぬの

に当
あ

てて熱
ねつ

で
シワをのばします。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

※炭火（すみび）とは？
木
もくたん

炭➡︎（木
もくざい

材をむし焼
や

きにしてつくった炭
すみ

）
でおこした火のこと。

むかしの洗たくはたいへんな
作業だったのね。
おばあちゃんにもきいてみよう。

　煙
えんとつ

突

　空
くう

気
き

あな

▼

▼

※
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暖暖
あ た たあ た た

まるまる むかしの家は立
た

て付
つ

けが悪
わる

く、すきまも多
おお

かったので、寒
さむ

い冬
ふゆ

を乗
の

り切
き

るのは今
いま

以
いじょう

上に大
たいへん

変なことでした。寒い冬、家
いえ

の中
なか

ですごすための道具をみてみましょう。

　手
て

足
あ し

を暖
あたた

める道
ど う

具
ぐ

　むかしの暖
だんぼう

房器
き ぐ

具は、部
へ や

屋全
ぜんたい

体を暖
あたた

か
くすることはできませんでした。暖

だん
をと

るための火
ひ

はいろりが中
ちゅうしん

心でしたが、も
ち運

はこ
びができる火

ひ
ばちは室

しつない
内で手

て
を暖

あたた
め

る時
とき

に、あんかは足
あし

を暖
あたた

めるこたつとし
て使

し
用
よう

しました。このほか、寝
ね

る時
とき

にふ
とんの中

なか
に入

い
れて足

あし
もとを暖

あたた
める湯

ゆ
たん

ぽは、冬
ふゆ

の寝
しんしつ

室に欠
か

かせないものでした。
　電

でん
化
か

製
せいひん

品が普
ふきゅう

及していなかった時
じ

代
だい

、
これらの燃

ねんりょう
料としてすみ火

び
や豆

まめたん
炭、練

れんたん
炭

などが使
つか

われました。　

火
ひ

ばち
中
なか

の炭
すみ

火
び

で手
て

足
あし

を暖
あたた

められます。ごとくに
鉄
てつ

びんをかけてお湯
ゆ

をわかしたりもできま
した。木

もくせい
製や陶

とう
器
き

製
せい

、かたちなど様
さまざま

々です。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

あんか
炭
すみ

火
び

を入
い

れたさらを木
もくせい

製や土
ど

製
せい

の
容
よ う き

器に入れたもの。これをやぐらの中
なか

におさめ、ふとんをかぶせると炭
すみ

を
使
つか

ったコタツになります。

▼
▼

　火
ひ

ばし
ごとく

豆
まめたん

炭あんか
中
なか

の石
いしわた

綿の上
うえ

に、豆炭という燃
ねんりょう

料を入
い

れて使
つか

います。ふとんの中
なか

で足
あし

を暖
あたた

められます。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

豆
まめたん

炭＝石
せきたん

炭の粉
こな

と海
かいそう

藻を原
げんりょう

料とした
ふのりをまぜ、乾

かんそう
燥させたもの。

豆
ま め た ん

炭

▼

湯
ゆ

たんぽ
中
なか

にお湯
ゆ

を入
い

れて、布
ぬの

でつつんで使
つか

いました。陶
とう

器
き

製
せい

のものは江
え ど

戸時
じ

代
だい

に普
ふ

及
きゅう

し、後
のち

に金
きんぞくせい

属製のものも出
で

ま
わるようになりました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

▼

やぐら
この上にふとんをかぶせる

お湯をわかし
たり、もちを
焼
や

いたりもし
たんじゃよ。

私、プラスチック
の使ってるよ。



11

はきものはきもの むかしの日本では、靴
くつ

をはくという習
しゅうかん

慣がなく、ふだんは足
あし

の甲
こう

をおおわない
タイプのはきものをはくのが普

ふ
通
つう

でした。

　自
し

然
ぜ ん

の素
そ

材
ざ い

で快
か い て き

適
　日本人が現

げんざい
在のように靴

くつ
をはくようになったのは、戦

せん
後
ご

（太
たいへいようせんそう

平洋戦争後
ご

）になってから
です。それ以

い
前
ぜん

は、着
き

物
もの

を着
き

る人
ひと

が多
おお

かったので、ほとんどの人がげたやぞうりをはいて
いました。これらのはきものは、木

き
やわらなどの植

しょくぶつ
物からつくられていました。足

あし
の全

ぜんたい
体

をおおわず、通
つう

気
き

性
せい

にすぐれているので、湿
しっ

気
け

の多
おお

い日本の気
き

候
こう

にあっていました。

げた
木の台に鼻

はな
緒
お

をつけたものです。裏
うら

には歯
は

とよばれる板
いた

がついていて高
たか

さがあります。
農
のう

家
か

では外
がいしゅつ

出やハレの日
ひ

のはきものでした。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

ぞうり
わらや竹

たけ
の皮

かわ
などを編

あ
んだ台

だい
に鼻

はな
緒
お

をつけたもの。昔の農
のう

家
か

では、稲
いな

わ
らを使

つか
って自

じ
分
ぶん

でつくりました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成
わらじ
わらなどを編

あ
んでつくられた、長

なが
いひも

がついたはきもの。ぞうりより足
あし

に密
みっちゃく

着
するので、長

ちょうじかん
時間歩

ある
くのに便

べん
利
り

でした。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

①

②

③

①ぞうり    （日
にち

   常
じょう

）
②足なか    （働

はたら
く時

とき
）

③わらぐつ（雪
ゆき

の時
とき

）

 日光げた
雪や坂

さか
の多

おお
い日光の地

ち
形
けい

や気
き こ う

候など
に適

てき
したつくりになっています。ぽっくり

⬆わらじのはき方
ひもをくるぶしのあたりま
で巻

ま
きつけて、しっかり結

むす

んではきます。

女の子用の
げたね♡

大きさが足のうらの
半分しかないので、

「足なか」と名前がつ
いておる。足に密着
して、ふんばりがき
くそうじゃよ。
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しまう・しまう・保保
ほほ

存存
ぞ んぞ ん

するする ものをしまったり、保存する道具は、ものによってむかし
からさまざまな工

く
夫
ふう

がされてきました。

　木
き

でつくられた入
い

れもの
　衣

い
類
るい

をしまうものは、タンスやながもち、こうりなどがありました。
おけやたるは、水

みず
や食

たべ
物
もの

などを運
はこ

んだり、ためておくために使
つか

われました。
　食

たべ
物
もの

をいたまないように保
ほ

存
ぞん

することは、くらしの中
なか

で重
じゅうよう

要なことで
した。電

でん
気
き

冷
れいぞう

蔵庫
こ

が普
ふきゅう

及するまでは、置
お

き場
ば し ょ

所などを工
く

夫
ふう

したり、氷
こおり

や
井
い ど み ず

戸水などで冷
ひ

やしたりしました。

ながもち
フタのついた大

おお
きな木

き
の箱

はこ
。ふとん

をしまったり、嫁
よめ

入
い

りのときに使
つか

わ
れました。両

りょうわき
脇についた金

かな
具
ぐ

に棒
ぼう

を
通
とお

し、二
ふ た り

人でかついで運
はこ

びました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

ておけ
井
い ど

戸や川
かわ

からくんできた水
みず

を運
はこ

ぶた
めに使

つか
われました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

こうり
柳
やなぎ

や竹
たけ

などを編
あ

んでつくった箱
はこ

で、
今
いま

の衣
いしょう

装ケースのようなものです。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

氷
こおり

冷
れ い ぞ う

蔵庫
こ

上
うえ

の段
だん

に氷
こおり

を、下
した

の段
だん

に食
しょくひん

品などを入
い

れ
ます。下の段に降

お
りてくる冷

ひ
やされた

空
く う き

気で中
なか

のものを冷
ひ

やしました。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

大
おお

きな氷
こおり

のかたまりを入
い

れる。

食
たべもの

物などを入
い

れる。

外
そとがわ

側は木でできているの
ね。中

なか
にはブリキがはっ

てあって、冷
つめ

たい空
く う き

気を
逃
のが

しにくくなっているわ。

▼

▼フタが取
と

りはずせるの
がおけ、フタが固

こ
定
てい

さ
れているのがたるとよ
ばれておる。
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家庭に登
とうじょう

場したさまざまな機器は、人
ひとびと

々の生
せいかつ

活に大
おお

きな
影
えいきょう

響を与
あた

えました。

　　　かべかけ式
し き

電
で ん

話
わ

受
じゅ

話
わ き

器を耳
みみ

にあて、送
そう

話
わ き

器に向かっ
て話

はな
します。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　 ブラウン管
か ん

テレビ

画
が

面
めん

にブラウン管
かん

というラッパのよ
うな形

かたち
の部

ぶ
品
ひん

が使
つか

われていて、現
げんざい

在
のテレビに比

くら
べて奥

おくゆき
行きがあります。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　電
で ん

話
わ

で話
は な

す
　日本ではじめて電話が使

つか
えるようになったのは、1800 年代の終

お
わり頃

ごろ
、今

いま
からおよそ

150 年
ねんまえ

前のことです。そのころは、ハンドルを回
まわ

して電
でん

話
わ

局
きょく

の電
でん

話
わ

交
こうかんしゅ

換手をよび、相
あい

手
て

の
番
ばんごう

号をつげてつないでもらいました。その後
ご

、1923（大
たいしょう

正 12）年の関
かんとうだいしんさい

東大震災の復
ふっきゅう

旧をきっ
かけに自

じ
動
どうしき

式の電
でん

話
わ

交
こうかん

換機
き

が採
さいよう

用されます。
　1960 年代には、一

いっぱん
般家

か
庭
てい

に置
お

かれるようになりましたが、現
げんざい

在のように全
ぜんこく

国各
かく

地
ち

域
いき

へ
自
じ

動
どう

で相
あい

手
て

に電
でん

話
わ

がかけられるようになったのは、1979（昭
しょうわ

和 54）年のことです。

　　　ダイヤル式
し き

電
で ん

話
わ

数字のそばのあなに指
ゆび

を入
い

れて時
と

計
けい

回
まわ

り
にダイヤルを回してかけます。

▼▼
1868 1912 1926 1989

▼▼▼
2019

江戸 明治 大正 昭和 平成

　テレビをみる
　昭

しょうわ
和 30 年

ねんだい
代に入

はい
ると、一

いっぱん
般家

か
庭
てい

へ家
か

電
でん

の
普
ふきゅう

及がはじまります。中
なか

でも白
しろくろ

黒テレビは、
冷
れいぞう

蔵庫
こ

・洗
せん

たく機
き

とあわせて「三
さんしゅ

種の神
じ ん ぎ

器」
とよばれ、やがて家

か
庭
てい

の必
ひつじゅひん

需品になりました。
　白

しろくろ
黒テレビが登

とうじょう
場してから７年

ねん
後
ご

の昭
しょうわ

和 35
（1960）年には、日本のカラー放

ほうそう
送がはじまり、

家
か

電
でん

はさらに大
おお

きな進
しん

化
か

をとげていきます。

ハンドル
ここを回して、
電 話 局 を よ び
だす。

送
そ う

話
わ

器
き受

じ ゅ

話
わ

器
き

ベル
電話がかかって
きたときになる。

⬆ダイヤル式電話のかけ方

▼

▼

▼

▼

▼

受
じ ゅ

話
わ

器
き

ダイヤル

▼

▼

おもなおもな家家
かか

庭庭
て い よ うて い よ う

用用機機
き きき き

器器

チャンネル
リ モ コ ン で は
な く、 こ の ツ
マミを回

まわ
して、

番
ばんぐみ

組をかえる。

今でもチャンネル
回してって言うよね。
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⬆カマド

①時代と今から
何年前かを書く。

②だれが子ども
のころだったか
を書く。

③世の中のでき
ごとを書く。

④しらべた道具のうつりかわり
やくらしのようすを絵や文をか
いたり写真をはったりする。つくり

かたの
つくり

かたの

ポイン
ト

ポイン
ト

⬆ハガマ

⬆イロリ

⬆自動式電気炊飯器の登場
（1955）

⬇ IH 炊飯器
（1988 〜）

自動保温式電気炊飯器
（1965）

⬆ナベ

  ・水道がとおった（1954）

  ・電灯がついた（1893）

  ・日光市合併（2006）

洗たく道具の
うつりかわり

調理道具の
うつりかわり

大正

昭和

平成

令和

明治

時代 およそ
何年前

150年前

100年前

50年前

30年前

現在（０）

だれのころ

お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ

わ
た
し
た
ち

日光市のくらし
（※地域により異なります）

1868

1912
〜

1912

1926
〜

1926

1989
〜

1989

2019
〜

2019
〜

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん

ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ

  ・日本鉄道日光線（現 JR）
　 開通（1890）

  ・野岩鉄道が開通（1986）
  ・下水道の開始（1981）

  ・電話が開始された（1902）

  ・足尾鉄道（現わたらせ
     渓谷鉄道）が開通（1912）

  ・東武日光線が開通（1929）

電気・ガスが普及した

  ・電話の自動化（1963）

高度経済成長期
（1955～1973）

① ② ③ ④

太平洋戦争
（1941～1945）

全自動洗たく機
（1965 〜）

⬇二そう式洗たく機
　　（1960 〜）

⬆たらいと洗たく板

一そう式洗たく機
（1954）

電気洗たく機の登場
（1930）

⬆スチームアイロン
（1954 〜）

⬆ヒノシ ⬆コテ

⬆すみ火アイロン

⬆ドラム式全自動洗たく機

むかしの道
ど う

具
ぐ

とくらしについて、年
ね ん ぴ ょ う

表をつくってみましょう！

　　道具がどのように変
か

わったかをしらべて年表にまとめてみよう。
　　　それといっしょに世

よ
の中

なか
のうつりかわりもしらべてみよう。
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　　しらべたことをまとめよう！
　　　しらべて気づいたことを、ことばでまとめてみましょう。
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　日
に っ こ う

光市
し

歴
れ き

史
し

民
み ん ぞ く

俗資
し

料
りょう

館
か ん

　日光市の古
こ

代
だい

から近
きんだい

代の歴
れき

史
し

を、日
にっこうさん

光山
（東

とうしょうぐう
照宮や輪

りんのう
王寺

じ
）を中

ちゅうしん
心に展

てん
示
じ

・解
かいせつ

説し
ています。むかしの道具などの資

しりょう
料も数

かずおお
多

く展示しています。
　●️日光市今市 304-1
　●開館時間 ：９時〜 17 時
　●休 館 日  ：月曜日・祝日の翌日
　　　　　　（土日除く）・年末年始

　報
ほ う と く

徳仕
し

法
ほ う

農
の う

家
か

住
じゅうたく

宅
  ( 市

し し

指定
て い ゆ う け い ぶ ん

有形文化
か

財
ざ い

）
　江

え ど
戸時

じ
代
だい

の終
お

わり頃
ごろ

の建
たてもの

物を移
い

築
ちく

・
復
ふくげん

元して公
こうかい

開しています。当
とう

時
じ

の農
のう

家
か

住
じゅうたく

宅の機
き

能
のう

と構
こう

造
ぞう

をみることができます。
　●日光市町谷 1866-1（かたくりの湯敷地内）

　●開館時間：９時〜 15 時
　●休 館 日  ：月曜日 （月曜祝日は翌日）  
                     年末年始

　郷
き ょ う ど

土資
し

料
りょう

館
か ん

　仲
な か つ け

附の旅
は た

籠
ご

　江
え ど

戸時
じ

代
だい

から明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にかけて、会
あい

津
づ

西
にしかいどう

街道を往
おうらい

来する馬
うま

ひき（運
うんそうぎょうしゃ

送業者）た
ちが利

り
用
よう

した宿
しゅくはくじょ

泊所です。建
たてもの

物の中には
道具などの資

しりょう
料も数

かずおお
多く展

てん
示
じ

しています。
　●日光市藤原 19
　●開館時間：９時〜 16 時
　　４月〜 11 月：月・金・土曜日開館
　　12 月〜 ３月：毎週土曜日開館

もっと知り
たい人は

もっと知り
たい人は

資
し

料
り ょ う か ん

館にむかしの道
ど う

具
ぐ

をみにいこう！

むかしの道具やくらしについて、
もっと知

し
りたくなったら、近

ちか
くの

資料館に行ってみよう！


